




2015 年には, 3,000 万人を超え, 団塊世代が 75 歳以上
になる 2025 年には, 3,500 万人に達すると見込まれて
いる. 現在, 高齢化率が 25.2％で 4 人に 1 人となり,
2035 年に 33.7％で 3 人に 1 人, 2055 年には, 40.5％の
2.5 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者となると推測されて
いる1). そのため, 今後, ますます重度の認知症高齢者
が増加することも予測できる. また, 厚生労働省が実施
している身体障害児・者実態調査によると平成 18 年度
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助産師看護師法第 31 条の解釈について (通知)｣ が出さ
れた. 無資格者を含めた ｢医師, 看護師等の医療に関す
る免許を有しない者｣ が行うことのできる医行為が明示
され, 介護福祉士が行うことができる医行為が明らかに
なった. 2007 年 11 月には, 社会福祉士及び介護福祉士
の資質の確保・向上を図ることを目的として, 社会福祉
士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律が成立し,
















と ｢やや不安｣ と答えた学生を合わせると 8割以上の学
生が不安を持っていることを明らかにしている. また,
｢行ってよいと思わないもの｣ の問いでは, インスリン
注射 66.3％, 褥瘡処置 57.4％, 吸引器による吸痰 43.6
％と高くなっていることも明らかにしている. このよう
な状況がある中, 2013 年 4 月より介護福祉士養成施設 4
年制課程では ｢医療的ケア｣ 教育が導入されることになっ




できていない. そのため, 本学の学生に対して ｢医療的





てて検討する. 実習を経験していない 1年生, 介護実習
Ⅰを終了している2年生, 介護実習Ⅲを終了している3・
4 年生の 3 群を比較することで, 学生にとって効果的な
教育について考えていきたい. なお, 本学の介護実習
450 時間は, 介護実習Ⅰ (A・B：90 時間), 介護実習







く基礎資料として, 本学の学生が ｢医療的ケア｣ につい
ての不安, ｢医療的ケア｣ を受ける利用者のイメージや
知識を持っているのかを把握する. その際, 介護実習を
実施していない 1年生を 1群, 介護実習Ⅰを終了してい
る 2年生を 2群, すべての介護実習を終了している 3・




本学の介護学専攻の学生 158 名で, 1 年生は 48 名,
2 年生は 37名, 3 年生は 39名, 4 年生は 34名である.
1 群は 1年生 48 名, 2 群は 2年生 37 名, 3 群は 3・
4年生 73 名である.
 調査期間




①基本属性 (学年・性別), ② ｢医療的ケア｣ に対
する不安, ③利用者のイメージ, ④ ｢医療的ケア｣ を
見た経験について, ⑤ ｢医療的ケア｣ の言葉の理解,







1 年生を 1 群, 介護実習Ⅰのみを終了している 2年生
を 2 群, 介護実習Ⅲまですべて終了している 3・4 年









回収率は 93％で, 1 群 (1 年生) 44 名 (92％), 2
群 (2 年生) 35 名 (95％), 3 群 (3・4 年生) 68 名
(93％) の 147 名の回答を分析対象とした. 性別は, 1
群では男性が 23 名 (52％), 女性は 21 名 (48％), 2
群では男性が 13 名 (37％), 女性は 22 名 (63％), 3
群では男性が 19 名 (28％), 女性は 49 名 (72％) と





ら ｢不安｣, ｢怖い｣ と記載があったものをカテゴリー





記載が見られた. 2 群と 3 群に記載があった内容は
｢医療的ケア｣ を実施することで介護職への負担が拡
大する事への不安, 医療に関する事, 今後に関する不
安の記載が見られた. また, 3 群のみに記載があった







すかの問いでは ｢できる｣ と回答した者は, 3 群は 51
名 (75％), 2 群は 16 名 (46％), 1 群は 11 名 (25％)
となり 3 群でその割合がもっとも高かった (χ2(2)＝




② ｢胃ろう／カテーテル等の物品が必要な方｣, ③ ｢治
療が必要な人｣, ④ ｢疾患を抱えている人｣, ⑤ ｢看護
師・医師が必要な人｣, ⑥ ｢心情・気持ち｣, ⑦ ｢介護
が必要な方｣, ⑧ ｢その他｣ の 8 項目に分けることが




必要な人｣ の項目では, 1 群での記載では ｢口や鼻に
チューブが入っている人｣ となっていたのが, 2 群以
上になると ｢胃ろう｣, ｢たんの吸引｣ 等の専門用語が
記載されるようになり, 3 群になるとその専門用語の



















































について ｢ある｣ と答えた者は, 3群で 60名 (88％),
2 群で 18 名 (51％), 1 群で 12 名 (27％) となり, 3
群で ｢医療的ケア｣ を見たことがあるという回答がもっ
とも多かった (χ2(2)＝43.7, p＜.0.05) (図 2).
さらに, ｢口の中にあるたんの吸引をしているとこ
ろ｣ (χ2(2)＝51.7, p＜0.05), ｢鼻からたんの吸引をし




入れているところ｣ (χ2(2)＝15.1, p＜0.05) の 5 項目



























































































目すべてで 3群は 1 群・2 群より ｢医療的ケア｣ を見
たことがある割合が高かった. 3 群で上位にあがった
項目は ｢口の中にあるたんの吸引をしているところ｣
が 52 名 (76％), ｢胃に直接穴をあけ栄養を入れてい
るところ｣ が 38 名 (56％) と, 1 群・2群に比べ高い
割合で ｢医療的ケア｣ を見たことがあると回答してい
る. 1 群で見たことがあるという回答が多かった項目
は ｢口の中にあるたんの吸引をしているところ｣ で 6
名 (14％), 2 群では ｢胃に直接穴をあけ栄養を入れ
るところ｣ 11 名 (31％) であった. さらに, 見たこ






いう問いに ｢ある｣ と答えた者は, 3 群が 64 名 (94
％), 2 群が 29 名 (83％), 1 群が 33 名 (75％) で, 3
群がもっとも多かった (χ2(2)＝8.3, p＜0.05) (図 3).
｢ある｣ と回答した学生に対して, どこで聞いたこと
があるのか質問した. 差があった項目は ｢実習先｣ で
あった. 3 群は 23 名 (34％), 2 群は 1 名 (3％), 1
群に関しては 0 名 (0％) となり, 3 群がもっとも高
かった (χ2(2)＝28.5, p＜0.05) (図 4). さらに, ｢医
療的ケア｣ 教育の中で使われる言葉の ｢喀痰吸引｣,
｢気管カニューレ｣, ｢胃ろう｣, ｢腸ろう｣, ｢経管栄養｣,
｢救急蘇生法｣ の 6 つの言葉について知っている言葉
に ｢○｣ を付けてもらった. その結果, 5 つの言葉に
ついて認知度の差がみられた (表 4). 有意差がみら
れたのは ｢気管カニューレ｣ (χ2(2)＝23.7, p＜0.05),
｢胃ろう｣ (χ2(2)＝68.8, p＜0.05) , ｢腸ろう｣ (χ2(2)＝
26.5, p＜0.05), ｢経管栄養｣ (χ2(2)＝87.2, p＜0.05)
の 4 つの言葉で, いずれも 3群がもっとも認知度が高
かった. なお ｢喀痰吸引｣ (χ2(2)＝17.4, p＜.0.05) に
ついては, 1 群・3 群よりも 2 群の方が言葉を知って
いる割合が高く, すべての群で 73％以上の学生が知っ































表 見たことがある ｢医療的ケア｣ について
項 目
1群 (n＝44) 2 群 (n＝35) 3 群 (n＝68)
χ2 p
n ％ n ％ n ％
口の中にあるたんの吸引をしているところ 6 14 8 23 52 76 51.7 ＊＊＊
鼻からのたんの吸引をしているところ 3 7 4 11 20 29 10.6 ＊＊
喉のところからたんの吸引をしているところ 3 7 6 17 24 35 13.2 ＊＊
胃に直接穴をあけ栄養を入れているところ 3 7 11 31 38 56 28.4 ＊＊＊



















































基本研修 (講義) で記載されている 9項目のうち,
下記の 6 項目について差がみられた. ｢人間と社会｣
(χ2(2)＝7.1, p＜0.05), ｢清潔保持と感染予防｣ (χ2(2)＝
7.9, p＜0.05), ｢高齢者及び障がい児・者の喀痰吸引




手順解説｣ (χ2(2)＝8.4, p＜0.05) について, 難しい
と感じていた (表 5).






生活｣, ｢健康状態｣ の 3項目については, 有意差がみ
られなかった.
 演習について
基本研修 (演習) で記載されている 7項目のうち,
下記の 5 項目について差がみられた. ｢口腔内の喀痰
吸引｣ (χ2(2)＝12.7, p＜0.05), ｢胃ろうによる経管栄
養｣ (χ2(2)＝7.2, p＜0.05), ｢腸ろうによる経管栄養｣
(χ2(2)＝12.0, p＜0.05), ｢経鼻経管栄養｣ (χ2(2)＝6.4,
p＜0.05), ｢救急蘇生法｣ (χ2(2)＝7.7, p＜.0.05) では,
難しいそうだと思う割合について差が見られた (表 6).
1群は ｢口腔内の喀痰吸引｣, ｢胃ろうによる経管栄養｣,
｢腸ろうによる経管栄養｣, ｢経鼻経管栄養｣ の 4 項目
で, 86％以上という高い割合で難しそうだと回答をし
ている. ｢救急蘇生法｣ の項目については, 1 群より 2
群が難しそうだと思っていることがわかった. また,




基本研修 (講義) で記載されている 9項目のうち,





基 本 研 修 (講 義 )
1 群 (n＝44) 2 群 (n＝35) 3 群 (n＝68)
χ2 p
n ％ n ％ n ％
人間と社会 19 43 24 69 29 43 7.1 ＊
清潔保持と感染予防 14 32 12 34 9 13 7.9 ＊
高齢者及び障がい児・者の喀痰吸引概論 37 84 31 89 47 69 6.4 ＊
高齢者及び障がい児・者の喀痰吸引実施手順解説 35 80 28 80 41 60 6.7 ＊
高齢者及び障がい児・者の経管栄養概論 37 84 32 91 49 72 6.1 ＊




1群 (n＝44) 2 群 (n＝35) 3 群 (n＝68)
χ2 p
n ％ n ％ n ％
喀痰吸引 32 73 34 97 65 96 17.4 ＊＊＊
気管カニューレ 1 2 9 26 30 44 23.7 ＊＊＊
胃ろう 17 39 34 97 67 99 68.8 ＊＊＊
腸ろう 7 16 21 60 43 63 26.5 ＊＊＊




経管栄養手順解説｣ (χ2(2)＝18.6, p＜0.05) で関心が
あると答えた割合について差が見られた (表 7). 3 群
に関しては ｢高齢者及び障がい児・者の喀痰吸引実施
手順解説｣ 42 名 (62％), ｢高齢者及び障がい児・者
の経管栄養概論｣ 27 名 (40％), ｢高齢者及び障がい
児・者の経管栄養手順解説｣ 41 名 (60％) と, 1 群・
2群よりも関心があると回答した学生が多かった.
 演習について
基本研修 (演習) で記載されている 7項目のうち,
下記の 7 項目のすべてに差がみられた. ｢口腔内の喀
痰吸引｣ (χ2(2)＝16.0, p＜0.05), ｢鼻腔内の喀痰吸引｣
(χ2(2)＝13.6, p＜0.05), ｢気管カニューレ内部の喀痰
吸引｣ (χ2(2)＝16.3, p＜0.05), ｢胃ろうによる経管栄
養｣ (χ2(2)＝16.0, p＜0.05), ｢腸ろうによる経管栄養｣
(χ2(2)＝18.1, p＜0.05), ｢経鼻経管栄養｣ (χ2(2)＝18.9,
p＜0.05), ｢救急蘇生法｣ (χ2(2)＝6.9, p＜0.05) に関
して関心がある人の割合について差が見られた (表 8).




基 本 研 修 (演 習 )
1 群 (n＝44) 2 群 (n＝35) 3 群 (n＝68)
χ2 p
n ％ n ％ n ％
口腔内の喀痰吸引 38 86 28 80 39 57 12.7 ＊＊
胃ろうによる経管栄養 39 89 25 71 45 66 7.2 ＊
腸ろうによる経管栄養 41 93 27 77 44 65 12.0 ＊＊
経鼻経管栄養 39 89 26 74 46 68 6.4 ＊
救急蘇生法 20 45 25 71 30 44 7.7 ＊
＊＝p＜0.05, ＊＊＝p＜0.01
表 講義で関心がある項目について
基 本 研 修 (講 義 )
1 群 (n＝44) 2 群 (n＝35) 3 群 (n＝68)
χ2 p
n ％ n ％ n ％
高齢者及び障がい児・者の喀痰吸引実施手順解説 13 30 9 26 42 62 17.2 ＊＊＊
高齢者及び障がい児・者の経管栄養概論 7 16 8 23 27 40 8.1 ＊
高齢者及び障がい児・者の経管栄養実施手順解説 12 27 8 23 41 60 18.6 ＊＊＊
＊＝p＜0.05, ＊＊＊＝p＜0.001
表 演習で関心がある項目について
基 本 研 修 (演 習 )
1 群 (n＝44) 2 群 (n＝35) 3 群 (n＝68)
χ2 p
n ％ n ％ n ％
口腔内の喀痰吸引 13 30 16 46 46 68 16.0 ＊＊＊
鼻腔内の喀痰吸引 9 20 10 29 36 53 13.6 ＊＊
気管カニューレ内部の喀痰吸引 7 16 5 14 31 46 16.3 ＊＊＊
胃ろうによる経管栄養 9 20 15 43 40 59 16.0 ＊＊＊
腸ろうによる経管栄養 6 14 8 23 34 50 18.1 ＊＊＊
経鼻経管栄養 7 16 6 17 34 50 18.9 ＊＊＊
救急蘇生法 31 70 15 43 44 65 6.9 ＊
＊＝p＜0.05, ＊＊＝p＜0.01, ＊＊＊＝p＜0.001
と回答しており, 1 群・2 群よりも関心があると回答
している.
 ｢医療的ケア｣ の受講について
3 群のみに ｢医療的ケア｣ を受講したいか尋ねた. 3
年生で 34 名 (94％), 4 年生で 32 名 (100％) の学生
が ｢受講したい｣ と回答した (図 5). 自由記述をカ
テゴリー化したところ, ① ｢介護福祉士として必要｣,
② ｢仕事をする上で必要｣, ③ ｢興味・関心｣, ④ ｢知
識を身に付ける｣, ⑤ ｢困らないため｣, ⑥ ｢生命に関





｢医療的ケア｣ を行う事に対して, 自分が ｢医療的
ケア｣ を上手くできるのかという技術面での不安, 利
用者の命に関わるという不安がすべての群に不安があ














思われる. また, 3 群のみに記載があった ｢医療的ケ













や ｢医療的ケア｣ を見たことがあるか, 言葉を聞いた
事があるか等について, 1 群より 2 群, 2 群より 3 群
と学年があがるにつれて, 利用者のイメージがつくよ
うになり, ｢医療的ケア｣ を見る機会や聞くことが多




のことから, 介護実習を終了している 3 群の学生は
｢医療的ケア｣ について, 介護実習で見たり聞いたり
する事が多く, ｢医療的ケア｣ が必要となる利用者の
状況を把握し, 実際に ｢医療的ケア｣ を実施している
現場を見たことが多いことから 1群・2 群よりも ｢医
療的ケア｣ の理解や認知度について高まったと考える.
さらに, ｢医療的ケア｣ の講義科目では有意差があっ












































また, 3 群のみに尋ねた ｢医療的ケア｣ を受講した
いかの問いでは, ｢受講したい｣ と回答している者は









あたり, 下記の 2点が重要と考える. 第 1に介護実習





















① ｢医療的ケア｣ に対しての不安の内容について, 1
群, 2 群, 3 群ともに利用者の命に関わることへ
の不安を抱いていた.







④ 2群は ｢医療的ケア｣ の講義科目に関して, 1群・
3 群よりも難しそうだと思っていることが高かっ
た.




⑥ 3 群は ｢医療的ケア｣ の受講を希望しており ｢医
療的ケア｣ の関心が高かった.
以上より, 介護実習を終了している 3年生対して ｢医
療的ケア｣ を実施するは, 利用者のイメージがついてお
り, ｢医療的ケア｣ の内容についてもイメージがついて







いると思われる. また, 2 群は介護実習Ⅰは終了してい
るが, 通所介護や認知症対応型施設での実習となってい
るため ｢医療的ケア｣ を受けるような重度の利用者のイ


























ます. また, 本研究ノートを作成するにあたり, ご指導
頂きました健康科学部リハビリテーション学科長久世淳
子先生に深謝致します.
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